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テキストボックス
大雨に伴う河川水位上昇による防災体制設置のため、会議形式での開催を中止いたします。
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	１．実施概要
	(1)日　　時：令和2年7月9日（木）　9:30～12：00
	(2)場　　所：海津市役所西館１階大会議室　（海津市海津町高須515）
	(3)参加機関：海津市、桑名市、木曽岬町、弥富市、愛西市、津島市、蟹江町、飛島村
	(4)アドバイザー：東京大学大学院情報学環特任教授　片田　敏孝氏
	(5)議　　事：第一部：第６回木曽川下流水防災協議会
	水防災意識社会の再構築に向けた取組事例の紹介
	第二部：第５回木曽三川下流部 広域避難実現プロジェクト
	広域避難計画（第１版）の策定について
	２．取材について
	取材を希望される方は、7月６日（月）17時までに別紙の提出をお願いします。
	カメラ撮影及びビデオ撮影は、報道の際の画像・映像資料として使用いただく場合に
	限り可能としますが、進行の妨げとならないようにお願いします。
	会議終了後、11:30を目途に同会場にて、写真撮影及び報道関係者向けの会見を行
	います。
	３．配布先
	中部地方整備局記者クラブ、桑名市政記者クラブ、大垣市政記者クラブ、津島記者会
	４．問い合わせ先
	国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所　TEL：0594-24-5715
	伊勢湾台風を超えるような大規模水害が生じた場合、ゼロメートル地帯が広がる木曽三川下流部では、洪水、高潮による広域的、長期的な浸水が想定されます。
	そのような状況においても犠牲者ゼロの実現を目指して、浸水想定区域外への自主的な早期広域避難を促す「自主的広域避難情報（広域避難の呼びかけ）」の実施についてとりまとめた「木曽三川下流部 高潮・洪水災害広域避難計画（第１版）」の策定に向けて、8市町村（桑名市、木曽岬町、海津市、弥富市、愛西市、津島市、蟹江町、飛島村）の首長が協議を行います。
	同時に、木曽川下流水防災協議会における水防災意識社会の再構築に向けた各機関の取組事例の紹介・意見交換等を行います。



